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女川原子力発電所３号機 第４回定期検査の状況 

（平成１９年１０月分） 

 １． 定期検査の進捗状況 

女川原子力発電所３号機は、平成１９年５月１０日より第４回定期検査を実施しております

が、平成１９年１１月７日１８時０５分に原子炉を起動しました（平成１９年１１月７日お知

らせ済み）。 

平成１９年１１月１０日０時１０分に発電を再開した（平成１９年１１月１０日お知らせ済

み）ところ、１２時１１分に気体廃棄物処理系「排ガス除湿冷却器出口水素濃度高」警報が発

生したことから、原因を調査するため、１５時１９分、原子炉を手動で緊急停止いたしました

（平成１９年１１月１０日お知らせ済み）。 

（ 添付－１  女川原子力発電所３号機  第４回定期検査  主要点検工程表  参照 ） 

 

２． 主要機器の点検状況 

主な機器の点検状況は以下のとおりです。 

（１）原子炉再循環系配管の点検 

原子炉再循環系配管について応力改善工事が完了しました。また、溶接継手部について超音

波探傷検査を行い問題のないことを確認しました。 

（２）高サイクル熱疲労に係る検査  

 平成１９年２月に原子力安全・保安院より、高サイクル熱疲労に係る検査について指示文書が

発出されたことを受けて、高温水と低温水が合流する残留熱除去系熱交換器の出口配管とバイ

パス配管との合流部について、非破壊検査を実施し問題のないことを確認しました。また、一次

冷却材が循環する配管からの分岐管であって、熱疲労割れの発生の可能性がある部位（閉塞分

岐管滞留部）について評価を行った結果、非破壊検査が必要とされる部位は確認されませんでし

た。 

 

別 紙２
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（３）配管減肉に係る点検 

原子炉系およびタービン系の配管約２，６００箇所について肉厚測定検査を実施して問題

のないことを確認しました。 

 

３． トラブルに該当しないひび、傷等の状況について 

（１）平成１９年１０月の主要機器の点検状況は、添付－２のとおりです。 

（２）既報告の主要機器の点検で、１０月中に補修等の作業が終了したものは下表のとおりです。 

  （詳細については、添付－３参照） 

報告時期、報告No． 件    名 作業終了日 備 考 

平成１９年９月分 
Ｎｏ．１（改） 

可燃性ガス濃度制御系ブロワ（Ａ）
入口流量コントローラ故障について 

１０月９日 添付－３－１ 

平成１９年９月分 
Ｎｏ．２（改） 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット
内の弁から下流側へのしみ出しにつ
いて 

１０月５日 添付－３－２ 

 

以 上 



女川原子力発電所３号機　第４回定期検査　主要点検工程表

年　月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 -9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83

定期検査開始

原子炉開放 　　出力領域モニタ取替

燃料移動 原子炉再循環系配管点検，応力改善工事

原子炉開放 　　出力領域モニタ取替

燃料設備点検

燃料移動

クラス１機器およびクラス２機器供用期間中検査

主蒸気隔離弁分解検査

主蒸気逃がし安全弁分解検査

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検・主要弁点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断機点検

－
 10 －

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

供 用 期 間 中 検 査

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

電 気 設 備

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

平成１９年５月 ６月 ７月

6
4

▼

非 常 用 予 備 発 電 装 置

そ の 他

11

計 測 制 御 系 統 設 備

添
付
－
１



女川原子力発電所３号機　第４回定期検査　主要点検工程表

年　月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144 145 146 147 148 149 150 151 152 153 154 155 156 157 158 159 160 161 162 163 164 165 166 167 168 169 170 171 172 173 174 175

原子炉冷却材浄化系ドレン弁取替・炉内清掃 原子炉格納容器復旧 起動前試験

原子炉再循環系配管点検，応力改善工事 原子炉圧力容器 原子炉格納容器
漏えい検査 漏えい率検査

原子炉圧力容器 原子炉格納容器
漏えい検査 漏えい率検査

原子炉格納容器復旧

クラス１機器およびクラス２機器供用期間中検査

主蒸気隔離弁分解検査

主蒸気逃がし安全弁分解検査

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検・主要弁点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断機点検

ハフニウム板型制御棒外観点検

非 常 用 予 備 発 電 装 置

16
7

5

計 測 制 御 系 統 設 備

78

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

炉心確認

燃料装荷

原子炉復旧

3
5

3

平成１９年８月

燃料装荷 原子炉復旧

９月

27
原子炉再循環系配管応力改善工事

１０月

5

炉心確認
5

－
 11 －

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

供 用 期 間 中 検 査

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

そ の 他

電 気 設 備

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備
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女川原子力発電所３号機 主要機器点検情報（平成１９年１０月） 

設備名 設備 
区分 実施内容 検査 

区分 概     要 

制御棒駆動水圧

系 

○ ― ― ・ 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットの隔離解除作業に
おいて、アキュムレータ充填水配管止め弁（以下「当
該弁」という。）の開操作を行ったところ、軸封部か
ら水がにじみ、床面に滴下（約１０ｃｍ×約３０ｃｍ）
しました。 

・ 当該弁の軸封部の増締めを実施し、にじみが止まった
ことを確認しました。 

・ なお、本事象による外部への放射性物質の放出はあり
ませんでした。 

（詳細については、個別情報Ｎｏ．１参照） 
【設備区分】○：安全上重要な系統（原子炉圧力バウンダリ、原子炉本体、非常用炉心冷却系等） 

  △：それ以外の系統 
【検査区分】定：法令に基づき国または独立行政法人 原子力安全基盤機構が実施する定期検査 

  事：法令に基づき当社が実施する定期事業者検査 
      点：保守管理に基づく点検・補修等 

   添付－２ 
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女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 
Ｎｏ．１   （平成１９年１０月分） 

号 機 ３号機 定 期 検 査 第４回定期検査 

件 名 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内の弁軸封部からの水の滴下について 

月 日 平成１９年１０月９日（火） 発  生 発  見 確  認 

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒駆動水圧系 設備区分 
安全上重要な 
系統 

設 備 概 要 
制御棒駆動水圧系は、制御棒の挿入、引抜き操作に必要な駆動水の水圧、流量を

調整し供給する系統です。 

所 見 

・ 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットの隔離解除作業において、アキュムレータ充
填水配管止め弁（以下「当該弁」という。）の開操作を行ったところ、軸封部か
ら水がにじみ、床面に滴下（約１０ｃｍ×約３０ｃｍ）しました（１０月９日）。 

・ 当該弁の軸封部の増締めを実施し、にじみが止まったことを確認しました 
（１０月９日）。 

・ なお、本事象による外部への放射性物質の放出はありませんでした。 

 

 

挿
入 

水圧制御ユニット 系統概略図 

制御棒 

排水ヘッダへ

駆動水ヘッダより

当該弁 

充填水ヘッダより 

アキュムレータ 窒素容器

水

窒素

水圧制御ユニット 概略図

アキュムレータ 

窒素容器 

：制御棒挿入時の駆動水の流れ方向
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 女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報  
Ｎｏ．１（改）   （平成１９年９月分） 

号 機 ３号機 定 期 検 査 第４回定期検査 

件 名 可燃性ガス濃度制御系ブロワ（Ａ）入口流量コントローラ故障について 

月 日 平成１９年９月１３日（木） 発  生 発  見 確  認 

場 所 原子炉建屋 設 備 可燃性ガス濃度制御系 設備区分 
安全上重要な 
系統 

設備概要 
可燃性ガス濃度制御系は、原子炉冷却材喪失事故時に発生する可燃性ガス（水

素、酸素）が原子炉格納容器内にたまり、水素と酸素が反応して燃焼を起こす事
を防ぐため、水素・酸素ガス濃度を制限値以下になるよう処理する系統です。 

所 見 

・ 中央制御室において「原子炉系コントローラ故障」警報（以下、「当該警報」
という。）が発生し、その後、自動で警報が復帰する事象が発生しました（９
月１３日）。 

・ 当該警報が発生した原因は、可燃性ガス濃度制御系ブロワ（Ａ）入口流量コ
ントローラ（以下、「当該流量コントローラ」という。）の故障ランプ※が点灯
していたためであることが判明しました。また、故障ランプが自動消灯した
タイミングで当該警報が復帰したことを確認しました（９月１３日）。 

・ 故障ランプが点灯した原因は、当該流量コントローラの制御基板部品が故障
したためであることが判明しました（１０月１日）。 

・ 制御基板部品を新品に取替え、当該流量コントローラの健全性を確認しまし
た（１０月９日）。 

 
※ 故障ランプとは、故障時に点灯するランプ。 

 
 
 
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 可燃性ガス濃度制御系概略図 

圧力抑制室 

「原子炉系コントロ
ーラ故障」警報発生

中央制御室 

（Ａ） 

原子炉格納容器 

添付－３－１ 
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女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 
Ｎｏ．２（改）   （平成１９年９月分） 

号 機 ３号機 定 期 検 査 第４回定期検査 

件 名 制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット内の弁から下流側へのしみ出しについて 

月 日 平成１９年９月２５日（火） 発  生 発  見 確  認 

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒駆動水圧系 設備区分 
安全上重要な 
系統 

設 備 概 要 
制御棒駆動水圧系は、制御棒の挿入、引抜操作に必要な駆動水の水圧、流量を調

整し供給する系統です。 

所 見 

・ １３７ユニットある制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットのうち、６ユニットが隔
離状態において、アキュムレータ圧力が通常約８ＭＰａのところ、約９～１０Ｍ
Ｐａに上昇していることを発見しました（９月２５日）。 

・ アキュムレータ圧力が上昇する原因としては、制御棒駆動水圧系水圧制御ユニッ
ト内の充填水配管止弁（以下、「当該弁」という。）シート部から充填水がしみ
出し、アキュムレータに供給されているためと推定しています。 

・ 当該弁（６台）について分解点検を実施し、弁座、弁体の接触面が不均一となっ
ていることが確認された１台の弁については念のため弁体を新品に取替えまし
た。他の５台の弁については、特に異常は確認できませんでした。 

・ その後，当該弁（６台）のアキュムレータ圧力の監視を行い圧力上昇が無くなっ
たことを確認しました（１０月５日）。 

・ 充填水がしみ出した原因は、当該弁の開閉操作により弁座、弁体の接触が悪くな
ったためと推定しています。 

                              

 

 

                               

 

当該弁 

挿
入 

系 統 概 略 図 

制御棒 

排水ﾍｯﾀﾞへ 

駆動水ﾍｯﾀﾞより

：制御棒挿入時の流れ方向 

充填水ﾍｯﾀﾞより 

アキュムレータ 窒素容器

水 

窒素 アキュムレータ 

窒素容器 
水圧制御ユニット 概略図

PI 圧力計 

指示値が約９～10
MPａまで上昇 

窒素

添付－３－２ 




